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頭寮でぼ平均2月剤と,難治の簡閲齢ある億憾寮てんか

んで多剤投与がさ鉦ている.

をのうち殿内が1366寒である.これは新潟県内推定て

んかん患者数銅損63に職当する｡これも患者について

若干の分析を試みたが,てんかんセソ針--であるため難

治が多再考償った結巣である噂能性は商い転が)と思われ
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定型欠神発作は,突然の意識鴻巣および回復ラ脳波七

十吊欄冊.Jl/''､Lt～.)iiく(:､;m(i＼＼.Ll＼･'-上し川111)lt､＼をLriI-冊数

とする発酵欝である書従来予緩良好U)疾患と考えられて

きたが,激近事かな琴∋ずし転学嬢良好ではないといわれ
一一T工､∴ 今回載L:言.･L上覧fll.LA･こ神村㌦'丹後･J:r__.醗訂】∵:､十

捌こき当組通院中擬革症望5例をこ-二申て初発年令発作型ヲ

熱性紗いれんの既往ラ治療をこ対する反乱 脳波改善まで

招 初発隼車は2才転ケ腰から温ま才まで,平均7才8ケ

た抄男顔比は且凋 で女児に多かつた,経過観察年数はき
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いわれており,軽畿な随伴症状を恩遇していた可能性が

ある争大発作の合併はま例のみであった,

3)熱性断､れんの既往はユ3例率5酢こみとめ,--般教

団に比し芦高い率を示しても濃.予後との関係は明らか
でなかった.

射 知能障害芦けいれん性疾患の家族歴を認めた例はな
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5)愛憐で発酵の消失を兇た烏うち器例が1年以内と,

比較的t~f~鳩臣_潤:Liニトこい-!∴

(-l+‡二i(､L<叩ikt一二ln(i＼＼･こi＼･し､し､州1いtt,＼言･押;u∵jh'.lJJl上.

'-･fr,1隼lL的古附二㌦1∴巨､言.1相打Ill.もて.発作甘失

脚聞く-_比上 でサ遅れてい.･'∴

諾う前頭部にてんかん波を有するけいれん児の
鰻討
佐藤 雅弘醇
渡辺 徹･
小川 1.LI甘

霜寒 裂法幣 ㌍ 病院∋

日常臨床をこ於いて,前頭部をこてんかん波を着せる例は

髭と紋的稀である.そして,そ殿発作症状鮎発熱時の痩轡

過をとる私のァ激しい運動性の寝動暖を伴い前頭鍵てん

かん?こ浄顕される私のなど,穫櫓の病魔を含んでいるB
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悶翻こ当科を受診し 発作終発駄願脳波記録で前頭部に狭義

のてんかん波を認めた例を,臨床的,脳波的払暁討L報
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② 最終観察時年令は,趨渚冒ケ腰より誹才五ケ月で平

均且且才6ケ月であった.

③ 経過観察年数はず且軍用ケBよ机趨隼2ケ月で平均

③ 療轡発作â)初発隼魯はき5ケ月よ机複才1ケ月まで

幅広く分布しき平均魂才1ケ月であ-つた.しかし,6渚
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に認めたF

⑥ 発酵分輝ではや

頂 てんかん疑い∈発熱略綬轡のみ):磯例
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3)受身痩轡殿み :塊例
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⑦ 各発作塾の予襖をぅ発作消失まで伊)期間で比較する

とヲてんかんの駿も職後例は3全例抗痩轡剤服薬緩発揮

が消焦した旬しかし亨だ㌘Sの9例ではヲGSを合併し

なかった5例は容易に抑制されたがァGSを合併した複
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犯例も容易をこ抑制された｡自動症悶着鰍こかかわらず,GS

合併例は比較的治療挽抗性であった.

⑧ てんかん波の焦点部位は芦

招 飽部位より前頭部へ移行した例 :8例

諾う前頭部将みの例 :5例

3)前頭部と後頭部に同時をこ認められる例;確例

であった.
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